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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・六角堂祭の案内がWIZに掲示されている。4月20日　13：00～開催予定。詳細は各自で確認すること。
・自動ドアの修理は終了しているが、テンキーはまだ故障中。日にちは未定だが、近日修理予定となっている。

・浜辺信明様のケア会議について

　日時：3/14（水）15：00～16：00場所：メンタル病棟3F会議室の予定。

［研修］
・2/26　看護グループ研修「救急対応」

・3/6　第7回法人研修｢防犯について｣　ビデオ研修：3/8
 [提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋に報告してください。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋に報告してください。

・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロード。
＜青明舎利用者様情報＞
・福井　彩　様　～2/19八戸赤十字病院に胎児機能不全の疑いで入院になったと電話がある。4/4に出産予定となっており、今後の治療などについて看護師に説明されるが、内容が理解できないとのこと。繰り返し聞きながら少しでも理解していくよう説明している。その後2/24再度本人より連絡があり、退院許可が出て退院になったとのこと。退院後は実家にて生活すると話しており、何かあった際には相談するよう促している。
・高山　英佐　様～2/21定期訪問実施。仕事を欠勤してしまったと話しており、理由は行く気になれなかったとのこと。出勤した際には仕事は行えており、膝の痛みは問題なく、デイケアにも行って長く居れるようになってきたと話しているが、仕事は度々休んでしまうと話している。生活や仕事の話を10分程すると体の震えが見られているが、スタッフからオリンピックの話題へ内容を変えると、表情良く返答し、震えは落ち着いている。
・高栁　和子　様～2/21定期訪問実施。先日、頓服薬のリスパダールを飲むと頭痛があると話していたが、主治医へ相談したとのこと。その際、カロナールが処方となり、自身の状態に合わせて服用するように言われたとのことだが、元々持っている頓服薬と一緒に服用して良いかはわからず聞いていないと話している。しっかりと気になることは質問しながら確認するよう促している。デイケアについては、栄養指導でバランスの良い食事を促されるが、難しくて無理だと話している。
・我満　奈津紀様～最近病状が不安定な状態が続いている。2/21泣きながら電話があり、娘様が仕事に行けず、欠席の連絡もしていなかったと報告している。2/17に急遽受診した際に貰った漢方薬を飲みながら対処し、仕事を休みながら行っているとのこと。何かあった際にはすぐ相談するよう促し、2/22定期訪問時、改めて状態を確認している。体調は大きな変化はなく、良い時と悪い時の変動が激しいとのこと。彼氏については、相手の弟様から他の方に紹介されることや、亡くなった母の一周忌に出席して欲しいと言われたことがあったと話している。急に話が進んでいることや、人がたくさん居る中での活動が苦手である為、どうすればいいか迷うことがあるとのことだが、無理はせずに考えて行動するよう促している。
2/24朝方本人より電話があり、自分の口から意見を話すことが出来ない状況だった為、スタッフから声を掛けて状況を確認している。定期受診日に行けるかわからないと話しており、理由は彼氏との関係について話している。本人の男友達について話をしていたら、相手が怒って帰ってしまったとのことで、理由はわからないとのこと。現在の体調を踏まえながら、服薬及び受診の必要性を説明し、受診はするよう促している。その後、本日活動室に来所しており、受診はできたと落ち着いて話している。彼氏との関係については、言葉の行き違いがあり、話し合って解決できたと話している。
・前野　義勝　様～2/25定期訪問実施。右臀部の痛みは継続しており、整形外科を受診しているとのこと。便秘も原因の一つかもしれないと言われたとのことで、自身で浣腸をしたとのことで、傷がつくと大変である為やらないよう促している。
・東海林　紀子様～最近食事のバランスが崩れ、栄養指導にて指摘されることや、飲酒量が増えてきている問題が出てきている。デイケアから上記について情報提供し、次回訪問時に食事や飲酒状況について確認することとしている。
＜グループホーム利用者様情報提供＞
・船場　幸子　様～2/23おくでら整形外科クリニックを受診し、肋骨骨折の治療は終了している。肋骨部の痛みはないが、かゆみが出てきているとのことで、薬を塗りながら対処しているとのこと。コルセットは温かいからこのまま使うと話している。
・繁名　和恵　様～2/14ころより排尿時痛の訴えがあり、佐々木泌尿器科を受診。検査を行っており、明日再受診となっている。
・古舘　ヨリ　様～2/21鹿内眼科を受診し、レーザー治療後の経過観察をしている。結果は問題ない。2/24インシュリンの確認をしに行ったスタッフに来て欲しくないと訴えており、理由を確認。名前は言わないがグループホーム同居人から「1人でできないの」と言われたとのこと。気にしないようにと伝えている。
・下妻　康貴　様～先日夕食後薬を紛失しているが、当院受診時に不足分の薬を処方してもらい対応。以降は同様の問題はなく、体調不良なく過ごしていると話している。
・若松　邦生　様～就労先で午後に頭が重くなることがあると話しており、理由や状況を確認している。利用者とのコミュニケーションに入っていけないと話しているが、職場に本人と同じような状況な人がおり、一緒に話すことがあるとのこと。新しい人が入ることが多く、そのたびに上手く話せないことや、自分には勉強しかなく話の話題がないことを話しているが、自分で考え対応しようとしていることを評価している。
・村上　元道　様～グループホームの同居人の生活音が気になると話しており、状況を確認。夜遅い時間にバタバタと音を立てていることや、本人が炊飯中に電子レンジを使われ、何度もブレーカーを落とされたことを挙げている。
・田名部　浩平様～間食で缶コーヒーを9本飲んでおり、スタッフが介入している。おやつを買ってくると一気に食べてしまう傾向がある為、今後も注意していく。
・大下　伸治　様～先週受診時、血糖が180程となっており、本人はショックを受けている。退所として、栄養指導が導入となり、処方薬が変更となっている。グループホーム世話人からスタッフと一緒に考えながら対応していくことを説明し、2/23買い物に同行しているが、本人は血糖値が高かったことは忘れている様子。天丼や食パンをどうしても食べたいと言い買うことや、野菜は買わず野菜ジュースのみを買おうとするなど、スタッフが説明しても聞き入れが悪い状況となっている。最近体調不良を訴えることが多く、症状は頭痛、倦怠感、胃の重さが多い。デイケア来所前に不調を訴えることも多く、スタッフの介入を要している。不調時に薬を飲んでいるか確認すると、副作用のみを気にし、自己調整して飲んでいるとのこと。薬の必要性を説明するが、理解できているか不明。口調はイライラしている様子で、眠れていないことが多いとのこと。その他にも、他罰的な様子や部屋の乱雑さがでている等、生活場面での影響が多く見られている。本人の理解度を踏まえ、糖尿病管理の為の教育入院など、今後の対処法を検討することとしている。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～普段よりも遅く来所しており、理由は「寝坊した。夜は眠れてるけどトイレに起きたりしたんだよ」と話している。来所時に薬の空包をスタッフと確認し、問題なく服用できているとのこと。デイケアでは体調不良の訴えはないが、居眠りが普段よりも多く見られている。
・佐々木　理佳様～本人から電話連絡があり、「背中が痛いから膵臓が悪くなっていると思います。病院に行ってこようと思ってます。」と話している。その他不調は特にないとのことだが、結果が分かり次第連絡が欲しい事を伝えている。
・赤松　翔太　様～11:00頃本人より電話があり「寝坊しました」と話している。次回の予定については3月からは妹様の嫁ぎ先の農家を手伝う予定となっているが、時期ははっきりしていないと話している。現在精神状態や睡眠には問題なく過ごせていると話しており、手伝う時期が決定したら報告するように伝えられると「わかりました」と答えている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の午前中何度も電子錠扉の前に行き、スタッフの対応に表面的な返答をしていたとのこと。また、大量の衣類が押し入れに入っており、スタッフと一緒に衣類整理をしたとのこと。本日来所時は、穏やかな表情見られており、昨日姉様に連絡したことを話している。「帰りたいと話したら、笑われました」と笑顔で話しており、本人の話を傾聴している。外出要求なく、勝手に外に行こうとすることは無い。
・板橋　利美　様～先週は食事の残食見られていたが、本日の昼食は全量摂取している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（村上　元道様）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：斎藤

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	村上　元道様
	性別
	男
	年齢
	47
	生年月日
	S45.7.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	A型就労の安定、病状の安定

	入院歴
	計3回（最終：H12年～H17年8月　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H17年8月～20年12月デイケア利用

· 今回：H20年12月3日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：グループホーム「あおめ」
	家族構成　母、弟

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	他　自立支援、生活保護

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活保護受給を抜け出し障害者雇用での一般就労を目指す
	①A型就労を安定して行いながらグループホームでの生活を維持する
	①体調を整えながら、継続して仕事を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛、気分変動に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や仕事で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体調を整えながら、継続して仕事を行えるようになる。
	・2月よりA型就労「レッドコンパス」での正式利用が始まっている。職場までの移動や慣れない業務に疲労感を感じているようだがおおむね体調を崩すことなく業務をこなすことが出来ている。対人面に関しては、イライラ感を感じる場面が有るようだが詳細については語らずいる。日によってはナイトケア内で頭痛を訴えている事が有るが、「今日仕事でいろいろ有って疲れたんだと思う」と話し、休養を早めに取り対処している。また、本人様も環境の変化に伴う体調変化には注意するよう意識している様子である。
・ナイトケア利用の頻度に関しては、A型就労に向けて面接や体験利用を始めた頃から利用頻度が安定している。理由としては、入浴を目的とした来所が増えただけでなく、就労に向けての不安事をナイトケア内で相談する目的の利用も増え安定した来所となっている。
・イライラ感や不調について、今まで好意を持っていた病院職員へは、気持ちをスタッフに相談するのみのだったが、最近手紙を相手に出している。病院職員の対応は主治医からの指示もあり、無視することとなっているが、そのこともイライラの原因になっている可能性がある。
	就労開始に伴い疲労感やイライラ感が有るようだがおおむね体調を崩さず安定しているため今後も継続できるよう支援していく。また今後グループホームの転居もある為、その際にも体調管理に注意する必要がある。

	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	・何か疑問に感じたことや、確認したいことについては、自分から相談や確認する事が出来ている。又、確認した内容についてはスタッフへ報告されており、正しく理解する事が出来ている様子。就労開始後には気分変動が過度となる事はなく言動も比較的穏やかに経過している。
・就労開始に伴うケア会議にて、自身で何か言ってておかしいなと思うことや、ハッとすることがあったら、一度止まってゆっくり考えるよう促している。本人自身も意識している様子で、スタッフからの声掛けにハッとして考えている様子がある。
・グループホームでは、他者の生活音を気にする等、些細なことでも不満を話すことがある。健常に近づきたいことを望んでいる方であり、現在A型就労へステップアップしていることから、他者を見下すすように考えている可能性がある。
	就労面だけでなく生活面においても過度な捉え方となる場面が有るため引き続き振り返りを行い現実的な捉え方が出来るよう支援していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活保護受給を抜け出し障害者雇用での一般就労を目指す
	①A型就労を安定して行いながらグループホームでの生活を維持する
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。


	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。



	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


